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一
　
同
一
断
簡
に
対
す
る
二
本
の
論
文

先
般
、
万
葉
集
の
断
簡
の
一
つ
で
あ
る
平
仮
名
傍
訓
本
切
に
つ
い
て
論
文
を

書
い
た
。
す
る
と
、
約
一
年
後
に
江
富
範
子
氏
に
よ
り
同
じ
断
簡
に
つ
い
て
の

論
文
が
公
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
論
は
、〈
付
記
〉
で
校
正
の
段
階
で
拙

論
を
知
り
、
結
果
と
し
て
拙
論
に
言
及
せ
ず
に
公
刊
さ
れ
た
由
が
記
さ
れ
て
い

る
。
当
該
二
本
の
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
断
簡
は
、
巻
一
に
た
っ
た
二
葉
し
か

現
存
せ
ず
、
そ
の
性
格
を
知
る
手
が
か
り
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、

こ
の
二
つ
の
論
文
は
、
と
も
に
全
く
同
じ
観
点
か
ら
論
を
出
発
さ
せ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
論
文
で
、
当
該
断
簡
に
つ
い
て
の
見
解
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
普
通
な
ら
ば
、
後
発
の
論
文
が
先
行
の
論

文
を
批
判
す
る
形
で
展
開
す
る
の
が
一
般
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
富
論
文
が
拙

論
を
参
照
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、
一
度
も
論
が
か
み
合

わ
な
い
ま
ま
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
拙
論
を
書
い
た
立
場
か
ら
、
江

富
論
文
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
先
掲
の
拙
論
と
江
富

論
文
と
で
、
当
該
の
断
簡
に
つ
い
て
の
呼
称
が
異
な
っ
て
い
る
。
混
乱
を
招
か

な
い
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
一
貫
し
て
「
当
該
断
簡
」
と
称
す
る
。

二

当
該
断
簡
に
つ
い
て
の
二
つ
の
論
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

田
中
大
士
「
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
断
簡
の
性
格
」
早
稲
田
大
学
日
本
古

典
籍
研
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所
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四
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二
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一
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三
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江
富
範
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天
理
図
書
館
蔵
万
葉
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簡
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伝
清
輔
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萬
葉

第
二
三
三
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二
〇
二
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月

当
該
断
簡
の
書
誌
的
な
説
明
は
、
両
論
文
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
概
要
を
述
べ
れ
ば
、
巻
一
の
旧
国
歌
大
観
番
号
二
六
題

詞
か
ら
二
九
題
詞
に
到
る
二
葉
の
断
簡
で
、
一
面
七
行
、
題
詞
は
歌
よ
り
も
低

く
書
く
形
で
、
平
仮
名
傍
訓
の
形
式
で
書
か
れ
た
写
本
の
断
簡
で
あ
る
。
書
写

時
代
は
鎌
倉
期
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
万
葉
集
の
写
本
と
し
て
は
、
訓

が
平
仮
名
で
、
歌
本
文
（
漢
字
）
の
傍
ら
に
書
か
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
傍
訓
形
式

の
伝
本
は
他
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
が
当
該
断
簡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
の

重
要
な
観
点
に
な
る
。

先
述
の
通
り
、
た
っ
た
二
葉
し
か
残
ら
ぬ
断
簡
故
、
そ
の
性
格
を
知
る
た
め

の
手
が
か
り
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
両
論
文
は
奇
妙
な

ほ
ど
似
通
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
該
二
葉
の
断
簡
と

万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
切
再
論

田
　
　
中
　
　
大
　
　
士
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細
井
本
の
当
該
部
分
を
並
べ
て
掲
載
す
る
点
で
あ
る
。
素
性
が
全
く
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
わ
か
ら
な
い
当
該
断
簡
の
内
容
は
、
現
存
本
の
中
で
、
細
井
本
と
き

わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
存
の
万
葉
集
伝
本
は
、
非
仙
覚
本
と
仙

覚
校
訂
本
と
に
分
け
ら
れ
、
仙
覚
校
訂
本
は
、
第
一
次
校
訂
本
の
寛
元
本
、
第

二
次
校
訂
本
の
文
永
本
と
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
細
井
本
は
、
そ
の
仙
覚

校
訂
本
の
寛
元
本
系
統
に
属
す
る⑴
。
当
該
断
簡
二
葉
は
、
細
井
本
と
比
べ
る
と
、

一
面
七
行
で
あ
る
点
な
ど
書
写
形
式
が
よ
く
似
て
お
り
、
本
文
・
訓
の
内
容
も

酷
似
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
当
該
断
簡
と
細
井
本
と
の
酷
似
は
、

い
っ
た
ん
見
つ
け
て
し
ま
え
ば
、
否
定
し
よ
う
が
な
い
事
実
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
と
も
に
そ
の
動
か
し
が
た
い
事
実
の
指
摘
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、
二

つ
の
論
文
の
結
論
は
驚
く
ほ
ど
異
な
っ
た
方
向
を
向
い
て
い
る
。

ま
ず
、
二
葉
の
断
簡
の
中
で
最
も
大
き
な
部
分
を
占
め
る
二
六
長
歌
の
訓
の

類
似
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
当
該
断
簡
（
こ
の
部
分
は
、

日
比
野
浩
信
氏
蔵
断
簡
）
と
細
井
本
の
二
六
の
訓
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

片
仮
名
の
訓
が
細
井
本
、
平
仮
名
の
訓
が
当
該
切
で
あ
る
。
訓
が
二
行
に
な
っ

て
い
る
部
分
は
、
歌
本
文
の
右
と
左
に
付
訓
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ミ
ヨ
シ
ノ
　ヽ

ミ
ヽ
カ
ノ
ヤ
マ
ニ　

ト
キ
シ
ク
ソ　

ユ
キ
ハ
フ
ル
ト
イ
フ　

ヒ
マ
ナ
ク
ソ

み
よ
し
の
の　

み
ヽ
か
の
や
ま
に　

と
き
し
く
そ　

ゆ
き
は
ふ
る
と
い
ふ　

ひ
ま
な
く
そ

ア
メ
ハ
フ
ル
ト
イ
フ　

ソ
ノ
ユ
キ
ノ　

ト
キ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト　

ソ
ノ
ア
メ
ノ　

ヒ
マ
ナ
キ
カ
コ
ト

ヒ
マ
ナ
キ
コ
ト
ク
イ

あ
め
は
ふ
る
と
い
ふ　

そ
の
ゆ
き
の　

と
き
な
ら
ぬ
こ
と　

そ
の
あ
め
の　

ひ
ま
な
き
こ
と
く

ひ
ま
な
□
□
こ
と

ク
マ
モ
ヲ
チ
ス　

オ
モ
ヒ
ツ
ヽ
ソ
ク
ル　

ソ
ノ
ヤ
マ
ミ
チ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
シ
イ

く
ま
も
お
ち
す　

お
も
ひ
つ
ヽ
そ
く
る　

そ
の
や
ま
み
ち
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
し

こ
の
両
本
の
一
致
具
合
は
、
現
存
伝
本
の
中
で
最
も
近
い
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
両
者
の
訓
は
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
江
富
論
文

で
は
、
こ
の
一
致
具
合
に
つ
い
て
、

細
井
本
と
一
致
す
る
と
言
っ
て
も
、
細
井
本
に
異
訓
が
併
記
さ
れ
て
い
る

場
合
、
漢
字
左
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訓
、
す
な
わ
ち
。
ｆ
「
ヒ
マ
ナ
キ
コ

ト
ク
」・
ｌ
「
カ
コ
ヤ
マ
」、
小
異
は
あ
る
が
ｋ
「
サ
ラ
セ
ル
」
な
ど
、
も

と
も
と
非
仙
覚
本
の
訓
で
あ
っ
た
も
の
が
仙
覚
寛
元
本
系
統
で
あ
る
細
井

本
に
残
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
と
一
致
す
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
細
井
本
の
歌
本
文
左
の
訓
は
「
イ
」
本
表
記
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
は
本
来
の
訓
と
は
異
な
る
他
本
の
訓
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
江

富
論
文
で
は
、
結
論
と
し
て
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
訓
は
大
変
よ
く
似
て
い

る
が
、
実
質
は
、
寛
元
本
系
統
で
あ
る
細
井
本
に
残
さ
れ
た
非
仙
覚
本
の
訓
と

一
致
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
長
歌
の
部
分
で
見
る
と
、
第

一
〇
句
の
場
合
、
両
者
で
左
右
の
訓
は
逆
で
あ
る
が
、
複
数
訓
の
あ
る
二
句
の

訓
は
左
右
と
も
両
者
で
同
じ
訓
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
訓

は
、
長
歌
で
は
訓
の
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
イ
」
本
表
記
が

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
歌
本
文
の
左
右
の
訓
ま
で
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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た
し
か
に
、
寛
元
本
の
場
合
、
本
来
は
底
本
の
非
仙
覚
本
片
仮
名
訓
本
系
統
の

訓
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
拙
論
「
万
葉
集
仙
覚
寛
元
本
の
底
本
」

上
代
文
学
第
一
一
三
号　

平
成
二
六
年
一
一
月
）、
細
井
本
の
訓
が
片
仮
名
訓

本
系
統
の
訓
の
総
体
と
よ
く
一
致
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

当
該
断
簡
が
実
質
非
仙
覚
本
の
訓
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
、
細
井
本
で
二
重
訓

に
な
っ
て
い
る
句
の
二
つ
の
訓
ま
で
一
致
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
江
富
論
文

で
は
、
細
井
本
の
歌
本
文
の
左
側
の
訓
を
、「
イ
」
本
表
記
が
あ
る
故
、
本
来

の
訓
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
細
井
本
と
当
該
断
簡
の

訓
全
体
の
類
似
性
か
ら
考
え
る
と
、
当
該
断
簡
は
、
細
井
本
の
訓
の
様
相
を
そ

の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
と
の

類
似
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

先
掲
拙
論
で
も
述
べ
た
が
、
両
者
は
、
一
面
七
行
で
題
詞
が
歌
よ
り
低
く
、

傍
訓
形
式
の
写
本
で
あ
る
。
平
安
・
鎌
倉
期
の
万
葉
集
写
本
で
一
面
七
行
の
本

は
他
に
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
よ
く
似
て
い
る
判
面
は
希

で
あ
る
。
し
か
も
、
他
に
も
類
似
点
が
あ
る
。
標
題
で
あ
る
（
標
題
は
、
天
理

大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
切
に
存
す
る
）。
こ
れ
は
、
万
葉
集
巻
一
、
二
に
見

ら
れ
る
天
皇
の
代
ご
と
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
当
該
部
分
は
、
持
統
天
皇
の

代
の
表
示
で
あ
る
。

藤
原
宮
御
宇
天
皇
代

と
い
う
標
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
題
詞
よ
り
は
高
く
、
歌
よ
り
は
低
く
書
か
れ

て
い
る
。

①
細
井
本
（
東
洋
文
庫
蔵
）（
標
題
は
、
題
詞
よ
り
も
高
く
、
歌
よ
り
も
低
い
）

②
当
該
断
簡
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
）（
細
井
本
と
同
じ
）

③
広
瀬
本
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）（
標
題
は
題
詞
よ
り
高
く
、歌
と
同
じ
高
さ
）
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④
紀
州
本
（
昭
和
美
術
館
蔵
）（
広
瀬
本
に
同
じ
）

⑤
西
本
願
寺
本
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
蔵
）（
仙
覚
文
永
三
年
本
）
歌
、題
詞
よ
り
高
い

⑥
金
沢
文
庫
本
（
同
右
蔵
）（
仙
覚
文
永
三
年
本
）題
詞
よ
り
高
く
、歌
よ
り
低
い

こ
れ
を
鎌
倉
期
当
時
の
伝
本
と
比
べ
る
と
、
非
仙
覚
本
片
仮
名
訓
本
系
統
の

広
瀬
本
・
紀
州
本
は
歌
よ
り
も
や
や
高
い
位
置
、
仙
覚
文
永
本
で
あ
る
西
本
願

寺
本
は
題
詞
よ
り
高
く
書
か
れ
て
い
る
（
文
永
本
は
題
詞
が
歌
よ
り
高
い
）。

当
該
の
二
本
と
同
じ
な
の
は
、
文
永
三
年
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
金
沢
文
庫
本⑵

だ
け
で
あ
る
（
た
だ
し
、
金
沢
文
庫
本
は
一
面
八
行
）。
当
時
の
伝
本
間
で
も
、

標
題
の
高
さ
は
、
題
詞
や
歌
に
対
し
て
様
々
で
あ
る
。
そ
の
標
題
の
高
さ
が
二

本
で
一
致
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
訓
の
内
容
、
歌

本
文
の
内
容
（
後
述
）、
一
面
行
数
の
酷
似
に
加
え
、
標
題
の
高
さ
ま
で
一
致

し
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
の
両
本

の
長
歌
の
訓
の
一
致
も
、
細
井
本
の
よ
う
な
寛
元
本
系
統
の
本
に
基
づ
き
、
当

該
断
簡
が
作
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

短
歌
の
二
八
の
訓
に
つ
い
て
は
、
二
六
の
長
歌
ほ
ど
細
井
本
と
合
致
し
て
い

な
い
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
、
片
仮
名
訓
が
細
井
本
、
平
仮
名
訓

が
当
該
断
簡
の
訓
で
あ
る
。

ハ
ル
ス
キ
テ　

ナ
ツ
キ
ニ
ケ
ラ
シ　

シ
ロ
タ
ヘ
ノ　

コ
ロ
モ
ホ
ス
テ
フ　

　
　
　
　
　
　

ナ
ツ
キ
タ
ル
ラ
シ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ラ
セ
ル
イ

ア
マ
ノ
カ
ク
ヤ
マ

　
　
　
　

コ
イ

は
る
す
き
て　

な
つ
き
に
け
ら
し　

し
ろ
た
へ
の　

こ
ろ
も
さ
ら
せ
り　

あ
ま
の
か
こ
や
ま

細
井
本
で
二
重
訓
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
当
該
断
簡
で
単
一
訓
で
あ
る

点
が
気
に
な
る
。
が
、
こ
こ
で
明
白
な
の
は
、
当
該
断
簡
の
訓
は
、
す
べ
て
細

井
本
所
載
の
訓
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
違
い
は
、
細
井
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本
の
第
四
句
の
左
訓
「
サ
ラ
セ
ル
イ
」
が
「
さ
ら
せ
り
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
け
で
あ
る
。
二
八
の
訓
に
お
い
て
も
、
当
該
切
が
細
井
本
の
様
な
伝
本
を

参
照
し
て
い
た
と
推
定
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。

こ
れ
は
、
先
掲
拙
論
で
も
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
当
該
断
簡
の
二
九
題
詞
は
、

二
八
の
歌
の
第
二
行
の
下
に
潜
り
込
む
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
下
段
の
当
該

断
簡
写
真
左
の
最
終
行
参
照
）。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
歌
が
二
行
に
書
か
れ
れ

ば
、
次
の
歌
の
題
詞
は
そ
の
次
の
行
に
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

選
択
肢
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
題
詞
の
書
か
れ
方
は
そ
れ
ほ
ど
異
様
で
あ
る
。

こ
れ
を
如
上
の
想
定
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、
当
該
断
簡
を
細
井
本
の
よ
う
な
伝

本
の
判
面
に
合
わ
せ
る
た
め
の
措
置
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
類
似
を
改
め
て
確
認
す
る
た
め
に
、
先
掲
拙

論
に
重
ね
て
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
当
該
部
分
の
画
像
を
掲
載
し
て
お
く
。

　

し
か
し
、
江
富
論
文
で
は
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
と
で
は
、
訓
だ
け
で
な
く
、

歌
本
文
も
直
接
関
係
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
根
拠
は
、
二
七
の

第
四
句
の
異
同
で
あ
る
。

吉
見
多
（
当
該
断
簡
）　　
　
　
　
　
　

吉
見
与
（
細
井
本
）

こ
の
異
同
を
初
め
と
し
、
当
該
断
簡
と
歌
本
文
が
一
致
す
る
現
存
伝
本
は
な

い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
類
似
は
先
述
の
如

く
、
全
体
に
及
ん
で
い
る
。
歌
本
文
も
右
の
点
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
。
そ
の
事
を
前
提
と
し
て
考
え
れ
ば
、
歌
本
文
の
一
、
二
箇
所
の
相
違
は
、

両
者
の
密
接
な
関
係
を
考
え
る
際
に
さ
し
て
影
響
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
細

井
本
や
同
系
統
の
神
宮
文
庫
本
は
、
前
者
が
江
戸
時
代
、
後
者
が
室
町
時
代
の

写
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
が
あ
る
時
期
の
寛
元
本
系
統
の
伝
本
の
姿
を
反

映
し
て
い
た
と
し
て
も
、
伝
来
の
間
に
多
少
の
異
同
が
生
ず
る
こ
と
は
必
然
で

あ
ろ
う
。
こ
の
一
箇
所
の
歌
本
文
の
相
違
か
ら
両
者
の
深
い
関
係
を
否
定
す
る

上
段　

当
該
断
簡　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
段　

細
井
本　

東
洋
文
庫
蔵

　
　

右　

日
比
野
浩
信
氏
蔵

　
　

左　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

こ
と
は
合
理
的
で
な
い
。

以
上
、
江
富
論
文
は
、
歌
本
文
、
訓
と
も
に
現
存
伝
本
の
ど
れ
と
も
一
致
し

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
当
方

の
評
価
は
述
べ
た
が
、
一
つ
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
事
が
あ
る
。
当
該
断
簡
と

細
井
本
と
の
類
似
は
、
江
富
論
文
で
は
、
い
わ
ば
見
せ
か
け
だ
け
の
類
似
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
文
冒
頭
に
当
該
断
簡
と
細
井
本
の
比

較
図
版
を
載
せ
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
断

簡
二
葉
を
並
べ
て
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
細
井
本
を
提
示
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す
る
に
は
相
応
の
理
由
が
存
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
詳

細
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い⑶
。

三

当
該
断
簡
が
他
に
類
例
を
見
な
い
平
仮
名
傍
訓
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
江
富

論
文
は
、
拙
論
（「
片
仮
名
訓
本
系
統
の
長
歌
訓
の
登
場
」「
関
西
大
学
ア
ジ
ア

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
」
第
八
巻　

平
成
二
六
年

三
月
）
の
広
瀬
本
巻
二
の
長
歌
訓
の
考
察
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
適
切
と
は

思
わ
れ
な
い
。
拙
論
は
、
片
仮
名
訓
本
で
あ
る
広
瀬
本
の
巻
二
の
長
歌
訓
に
平

仮
名
訓
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仙
覚
校
訂
本
で
巻
二
の
長
歌
が
す

べ
て
古
点
で
あ
る
こ
と
（
つ
ま
り
、
古
い
平
仮
名
訓
の
本
が
あ
る
こ
と
）、
ま
た
、

忠
兼
本
の
書
写
本
で
あ
る
現
存
本
天
治
本
の
巻
二
の
長
歌
の
残
存
四
首
に
す
べ

て
訓
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
広
瀬
本
が
忠
兼
本
を
雲
居
寺
で
写
し
た
際
の
状

況
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
し
た
論
で
あ
る
。
極
め
て
限
ら
れ
た
状
況
を
推
測

し
て
お
り
、
こ
の
巻
二
長
歌
の
平
仮
名
訓
の
特
殊
な
事
情
を
、
広
瀬
本
の
各
所

に
散
在
し
て
い
る
短
歌
の
平
仮
名
訓
（
し
た
が
っ
て
、
各
所
の
短
歌
の
平
仮
名

訓
は
、
事
情
を
異
に
す
る
可
能
性
が
高
い
）
に
簡
単
に
応
用
で
き
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

そ
の
際
、
江
富
論
文
で
は
、
当
該
断
簡
が
無
訓
の
本
に
新
た
に
訓
を
付
け
た

と
い
う
想
定
で
あ
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
京
都
女
子
大
学
蔵
の
「
古
万
葉
切
」

（
無
訓
本
）
が
そ
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
当
該

断
簡
の
漢
字
本
文
部
分
が
、
本
来
「
古
万
葉
切
」
の
ツ
レ
で
あ
る
か
否
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
論
述
は
曖
昧
で
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
江
富
論
文

の
主
張
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
両
者
が
ツ
レ
で
あ
る
こ
と
が
最
低
限
ク
リ
ア

す
べ
き
条
件
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
伝
本
で
は
無
訓
の
本
は
き
わ
め
て
希
で
あ

り
、
一
本
ま
る
ご
と
無
訓
の
伝
本
、
あ
る
い
は
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
伝
本
は

皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
無
訓
本
の
存
在
を
他
に
存
在
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
、
そ
れ
を
前
提
に
論
を
組
み
立
て
る
の
は
あ
ま
り
に
現
実
性
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
当
該
断
簡
と
「
古
万
葉
切
」
が
本
来
ツ
レ
で
あ
る
可
能
性
を
突
き
詰

め
て
行
く
と
、
問
題
が
多
い
。
一
面
七
行
、
寸
法
、
字
高
な
ど
は
一
致
す
る
も

の
の
、
筆
跡
で
は
、
た
と
え
ば
、「
之
」
な
ど
の
書
き
癖
は
明
ら
か
に
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
江
富
論
文
で
は
、
両
者
の
類
似
性
を
論
ず
る
部
分
で
、「
三

字
程
度
の
題
詞
の
下
げ
方
も
一
致
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、「
古
万
葉
切
」
は
、

三
字
下
げ
で
は
あ
る
が
、
実
質
は
三
．
五
字
で
あ
る
（
つ
ま
り
三
字
以
上
下

が
っ
て
い
る
）
の
に
対
し
て
、
当
該
断
簡
は
、
三
字
～
二
．
五
字
下
げ
（
三
字

以
内
）
と
い
う
感
じ
で
、
い
さ
さ
か
差
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
（
巻
一
と
巻
二
）

に
よ
る
違
い
と
も
言
え
ば
言
え
よ
う
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
、
た
ぐ

い
ま
れ
な
こ
の
無
訓
の
「
古
万
葉
切
」
が
、
本
来
二
〇
巻
そ
ろ
っ
て
無
訓
で
存

し
て
い
た
も
の
か
（
つ
ま
り
、
当
面
の
巻
二
の
無
訓
切
の
存
在
が
巻
一
に
も
及

び
う
る
の
か
）、
こ
の
部
分
だ
け
偶
発
的
に
無
訓
で
あ
る
の
か
の
論
証
も
必
要

と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
江
富
論
文
は
、
当
該
断
簡
が
、
無
訓
の
伝
本
（
京
都
女
子
大
学
蔵
の

「
古
万
葉
切
」
の
よ
う
な
本
）
に
、
他
系
統
の
伝
本
か
ら
訓
を
移
入
し
た
と
い

う
想
定
か
ら
、
歌
本
文
と
訓
は
本
来
別
系
統
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
が
、

そ
れ
に
し
て
は
、
当
該
断
簡
の
歌
本
文
の
判
面
構
成
や
歌
本
文
、
訓
な
ど
の
造

り
が
現
存
の
細
井
本
に
似
す
ぎ
て
い
る
。
細
井
本
の
よ
う
な
寛
元
本
系
統
の
伝

本
を
元
に
平
仮
名
傍
訓
の
本
（
あ
る
い
は
断
簡
だ
け
か
も
知
れ
な
い
）
を
作
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
仮
に
、
当
該
断
簡
の
様
相
が
細
井
本
に
酷
似
し
て

い
る
こ
と
が
、
一
見
そ
の
よ
う
に
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
、
い
わ
ば
見
せ
か
け
の
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類
似
と
考
え
る
な
ら
、
当
該
断
簡
と
「
古
万
葉
切
」
の
よ
う
な
無
訓
本
と
の
関

係
が
当
該
断
簡
と
細
井
本
と
の
関
係
以
上
に
深
い
つ
な
が
り
で
あ
る
こ
と
を
論

証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注
⑴　

仙
覚
寛
元
本
系
統
の
伝
本
と
し
て
は
、
普
通
は
、
よ
り
書
写
時
代
の
古
い
神
宮
文

庫
本
が
用
い
ら
れ
る
。
が
、
当
該
部
分
は
、
神
宮
文
庫
本
で
失
わ
れ
て
お
り
、
細
井

本
の
画
像
を
使
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
比
較
を
行
う
由
、
両
論
文
で
断
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

金
沢
文
庫
本
は
、『
校
本
万
葉
集
』
以
来
、
文
永
十
年
本
の
寂
印
・
成
俊
本
系
統

と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
拙
論
「
金
沢
文
庫
本
万
葉
集
系
統
論
序
説
」（
万
葉　

第

二
三
一
号　

二
〇
二
一
年
三
月
）
に
よ
り
文
永
三
年
本
と
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

当
該
断
簡
と
細
井
本
の
判
面
が
似
て
い
る
点
を
考
え
る
と
き
、
一
つ
問
題
に
な
る

の
が
、
二
六
の
題
詞
の
「
或
本
歌
」
が
歌
と
同
じ
高
さ
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う

（
江
富
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
こ
れ
は
、
細
井
本
の
こ
の
周
辺
の
題
詞
の
高

さ
を
見
る
と
、
前
後
と
も
題
詞
は
歌
よ
り
低
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
細
井
本
の
誤

り
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
判
断
す
る
に
は
、
普
通
は
、
同
系
統
の
神
宮
文
庫

本
の
同
部
分
を
参
照
す
る
の
だ
が
、
先
掲
拙
論
で
述
べ
た
と
お
り
、
神
宮
文
庫
本
に

は
こ
の
部
分
が
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
同
系
統
の
一
つ
今
出
河
本
（
宮
内
庁
書
陵

部
蔵　

一
五
四
―
三
八　

書
陵
部
の
登
録
名
は
「
今
出
川
本
」）
の
同
じ
部
分
を
参

照
す
る
と
、
歌
よ
り
低
く
書
か
れ
て
い
る
。「
或
本
歌
」
の
題
詞
の
高
さ
は
、
現
存

寛
元
本
系
統
内
の
細
井
本
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
切
と
細
井
本
と
の
判
面
が
一
致
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
江
富
論
文
で
は

「
た
ま
た
ま
、
当
該
切
と
神
宮
文
庫
本
第
十
七
丁
が
合
致
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」

（
Ｐ
三
四
下
）
と
し
て
い
る

〈
付
記
〉
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
当
該
断
簡
の
前
半
の
一
葉
（
巻
一
、
二
六
～
二
七
）

は
所
蔵
者
の
日
比
野
浩
信
氏
よ
り
、
後
半
の
一
葉
（
二
七
～
二
九
題
詞
）
は
所
蔵
者

の
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
か
ら
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
細
井
本

万
葉
集
に
つ
い
て
は
所
蔵
者
の
東
洋
文
庫
か
ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
広
瀬
本

は
関
西
大
学
図
書
館
か
ら
、
紀
州
本
は
後
藤
美
術
館
か
ら
、
西
本
願
寺
本
と
金
沢
文

庫
本
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館
か
ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
科
学
研
究
補

助
金
の
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
の
総
合
的
研
究
」
課
題
番

号18H
00646

代
表
研
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者
田
中
大
士
）
に
基
づ
く
成
果
で
あ
る
。


